
新
詩
の
テ
ク
ス
ト
と
享
受
方
式

一
三
一

は
じ
め
に

前
田
愛
（
�
�
�
�
～
�
�
�
�
）
は
、
そ
の
代
表
的
な
著
書
『
近

代
読
者
の
成
立
』（
有
精
堂
、
�
�
�
�
年
�
�
月
）
の
中
で
、
活
字
メ

デ
ィ
ア
の
台
頭
に
よ
る
黙
読
習
慣
の
浸
透
が
「
近
代
読
者
の
成
立
」
を
促

し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
さ
ら
に
明
治
期
の
新
聞
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

の
役
割
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

小
説
を
音
読
し
な
が
ら
言
葉
の
響
き
や
リ
ズ
ム
を
楽
し
む
習
慣
、

他
人
が
小
説
を
朗
読
す
る
声
に
耳
を
傾
け
る
受
動
的
な
享
受
方
式
は

し
だ
い
に
廃
れ
て
行
き
、
黙
読
に
よ
る
孤
独
で
内
面
的
な
享
受
が
�

般
的
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
転
回
を
近
代
読
者
の
誕
生
と

名
づ
け
る
な
ら
ば
、
そ
の
予
備
状
況
を
つ
く
り
だ
し
た
要
因
の
ひ
と

つ
に
、
毎
日
�
定
量
の
活
字
を
消
化
す
る
習
慣
を
大
衆
的
な
レ
ベ
ル

に
ま
で
普
及
さ
せ
た
新
聞
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
役
割
が
考
え
ら
れ

て
い
い
。（「
も
う
�
つ
の
『
小
説
神
髄
』―

視
覚
的
世
界
の
成
立

―

」）

こ
れ
は
日
本
近
代
文
学
に
つ
い
て
の
指
摘
で
あ
る
が
、
中
国
�
�
�
○

年
代
に
発
展
し
た
新
聞
雑
誌
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
お
け
る
「
近
代
読
者
の

成
立
」
を
考
え
る
上
で
も
有
効
な
視
角
を
提
供
し
て
い
る
。
ま
た
こ
こ
で

は
小
説
に
の
み
言
及
す
る
が
、
詩
歌
の
場
合
も
基
本
的
な
事
情
は
そ
れ
ほ

ど
変
わ
ら
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
韻
文
で
あ
る
以
上
、

音
読
習
慣
か
ら
容
易
に
抜
け
出
せ
な
い
と
し
て
も
、
活
字
メ
デ
ィ
ア
の
台

頭
は
や
は
り
小
説
と
同
様
、
詩
歌
の
享
受
方
式
を
「
音
読
」
か
ら
「
黙
読

に
よ
る
孤
独
で
内
面
的
な
」
も
の
に
転
回
さ
せ
る
契
機
に
な
っ
た
と
考
え

て
よ
い
。

周
知
の
よ
う
に
、
�
�
時
期
以
降
の
各
種
新
聞
の
「
副
刊
」
は
新
文

学
、
新
思
想
を
発
信
・
喧
伝
す
る
陣
地
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
新
聞
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ズ
ム
の
普
及
が
、
新
文
学
な
か
で
も
新
詩
の
享
受
方
式
お
よ
び
詩
的

研
究
ノ
ー
ト

新
詩
の
テ
ク
ス
ト
と
享
受
方
式

 
―

長
詩
「
北
遊
」
の
場
合

佐
藤
普
美
子　
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言
語
に
新
た
な
転
回
を
も
た
ら
し
た
こ
と
は
も
っ
と
考
察
さ
れ
る
べ
き
だ

ろ
う
。
さ
ら
に
、
ジ
ュ
ネ
ッ
ト
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
文
学
作
品
の
閲

読
・
享
受
方
式
を
決
定
す
る
の
は
必
ず
し
も
テ
ク
ス
ト
本
体
の
言
語
内
容

ば
か
り
で
は
な
い
。
掲
載
媒
体
や
そ
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
は
じ
め
、
パ
ラ

テ
ク
ス
ト
（
狭
義
の
本
文
に
対
す
る
書
物
の
構
成
部
分
。
主
と
し
て
、
書

物
の
本
体
の
前
に
来
る
題
目
、
献
辞
、
序
文
を
指
す
）
に
よ
る
と
こ
ろ
も

大
き
く
、
そ
れ
ら
が
作
者
や
読
者
そ
れ
ぞ
れ
の
意
識
や
両
者
の
関
係
に
転

換
を
も
た
ら
す
こ
と
を
視
野
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

前
田
愛
は
先
の
著
書
の
「
あ
と
が
き
」
の
中
で
、
読
者
層
の
実
態
を
浮

か
び
上
が
ら
せ
る
位
相
と
し
て
、
① 

作
者
の
対
読
者
意
識
、
② 

出
版
機

構
の
構
造
、
③ 

読
者
の
享
受
相
の
�
つ
を
挙
げ
て
い
る
。
小
文
で
は
�

�
�
○
年
代
末
の
『
華
北
日
報
・
副
刊
』
に
連
載
さ
れ
た
、
馮
至
の
長
詩

「
北
遊
」（
全
十
�
章
）
を
、
そ
れ
ま
で
の
詩
歌
の
閲
読
方
式
に
あ
る
転
換

を
も
た
ら
し
た
事
象
の
�
つ
と
し
て
と
ら
え
、
単
行
本
形
態
の
時
と
は
異

な
る
「
作
者
の
対
読
者
意
識
」（
前
出 

①
）
に
若
干
の
考
察
を
加
え
る
も

の
で
あ
る
。
あ
わ
せ
て
新
聞
連
載
の
新
詩
が
読
者
の
享
受
方
式
に
及
ぼ
す

影
響
に
つ
い
て
も
、
あ
る
可
能
性
を
提
起
し
て
み
た
い
。

一
．﹁
北
遊
﹂
の
連
載
方
式
と
パ
ラ
テ
ク
ス
ト

馮
至
の
�
百
数
十
行
、
全
十
�
章
か
ら
な
る
長
篇
抒
情
詩
「
北
遊
」

は
、
初
め
「
鳥
影
」
の
筆
名
で
『
華
北
日
報
・
副
刊
』（
�
�
�
�
年
�

月
六
日
～
�
�
日
）
に
連
載
さ
れ
た纊
。
と
こ
ろ
が
同
年
、
単
行
本
詩
集

『
北
遊
及
其
他
』（
�
�
�
�
年
�
月
）「
第
�
輯
」（
全
�
輯
）
に
収
め
ら

れ
る
際
、
な
ぜ
か
第
�
章
「
雨
」
が
脱
漏
し褜
、
全
十
�
章
と
な
っ
た
。
�

十
年
代
に
入
っ
て
、
あ
る
研
究
者
の
初
出
誌
調
査
に
よ
り
、
同
章
が
「
発

掘
」
さ
れ
、『
馮
至
選
集
』（
�
�
�
�
年
）
と
『
馮
至
全
集
』（
�
�
�

�
年
）
に
同
詩
が
収
め
ら
れ
る
際
に
は
、
第
�
章
が
「
復
活
」
し
て
、
初

出
通
り
の
全
十
�
章
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
「
北
遊
」
は
、
ま
ず 

①

�
○
年
代
の
初
出
テ
ク
ス
ト
と
単
行
本
テ
ク
ス
ト
で
章
数
が
異
な
り
、
さ

ら
に 

② 

�
○
年
代
、
�
○
年
代
の
各
種
選
集
や
�
○
年
代
全
集
本
テ
ク

ス
ト
の
特
に
最
終
章
の
字
句
は
、
�
○
年
代
の
テ
ク
ス
ト
と
は
大
き
く

異
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
簡
単
に
い
え
ば
、
初
出
に
し
ろ
単
行
本

に
し
ろ
�
○
年
代
の
テ
ク
ス
ト
に
は
当
時
の
作
者
の
閉
塞
し
た
憂
鬱
な
気

分
が
色
濃
く
反
映
し
て
い
る
の
に
対
し
、
�
○
年
代
以
降
の
テ
ク
ス
ト
で

は
、
最
終
章
最
終
�
行
は
、「
我
不
能
…
…
」
と
自
ら
が
悲
観
的
気
分
に

陥
る
の
を
制
止
す
る
よ
う
な
意
志
的
な
表
現
に
、
作
者
自
身
に
よ
っ
て
書

き
換
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る鍈
。

も
ち
ろ
ん
こ
う
し
た
現
代
文
学
の
各
種
版
本
の
異
同
は
、
特
に
�
字
の

重
み
が
大
き
い
詩
歌
の
テ
ク
ス
ト
に
あ
っ
て
は
重
要
な
問
題
を
は
ら
む
と

思
わ
れ
る
が
、
こ
こ
で
小
文
が
問
題
に
し
た
い
の
は
実
は
言
語
内
容
と
し



新
詩
の
テ
ク
ス
ト
と
享
受
方
式

一
三
三

て
の
テ
ク
ス
ト
の
異
同
で
は
な
い
。『
華
北
日
報
・
副
刊
』
に
連
載
さ
れ

た
「
北
遊
」
の
初
出
形
態
（
A
）
と
、
同
年
新
た
に
序
文
と
エ
ピ
グ
ラ
フ

（
い
わ
ゆ
る
「
パ
ラ
テ
ク
ス
ト
」）
を
賦
与
さ
れ
出
版
さ
れ
た
単
行
本
詩
集

（
B
）
の
形
態
と
で
は
、
読
者
の
享
受
方
式
に
ど
の
よ
う
な
相
違
を
も
た

ら
す
か
と
い
う
点
で
あ
る
。

さ
ら
に
両
者
の
閲
読
に
関
わ
る
最
も
大
き
な
違
い
と
し
て
は
、
初
出

（
A
）
は
全
十
�
章
が
十
�
日
間
に
わ
た
っ
て
順
次
読
者
に
提
供
さ
れ
る

と
い
う
「
連
載
」
方
式
を
と
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
留
意
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
提
供
方
式
に
よ
り
読
者
の
�
篇
の
詩
の
閲
読

及
び
享
受
に
要
す
る
時
間
は
否
応
な
く
中
断
さ
れ
、
引
き
延
ば
さ
れ
た
か

ら
で
あ
る
。
次
に
、
書
物
の
形
態
を
持
つ
単
行
本
詩
集
（
B
）
に
は
い
わ

ゆ
る
パ
ラ
テ
ク
ス
ト
と
し
て
「
北
遊
」
成
立
の
背
景
を
語
る
「
序
」
文

（
�
�
�
�
年
�
月
�
日
）
と
主
題
を
補
強
す
る
エ
ピ
グ
ラ
フ
が
新
た
に

附
さ
れ
た
こ
と
も
注
目
に
値
す
る
。
こ
う
し
た
テ
ク
ス
ト
の
提
供
方
式
の

違
い
が
読
者
の
享
受
と
受
容
に
何
ら
か
の
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
十
分
に

考
え
ら
れ
る
。

二
．﹁
連
載
﹂
と
い
う
方
式

新
聞
の
「
連
載
」
小
説
は
珍
し
く
な
い
。
評
論
で
も
（
上
）（
下
）
な

ど
何
回
か
に
分
け
て
載
せ
る
こ
と
も
よ
く
あ
る
。
紙
幅
の
限
ら
れ
た
誌
面

に
、
分
量
的
に
長
い
も
の
は
�
度
に
載
せ
ら
れ
な
い
と
い
う
物
理
的
制
約

が
ま
ず
あ
る
か
ら
だ
が
、
そ
の
場
合
で
も
�
回
ご
と
に
独
立
性
を
保
つ
こ

と
が
分
載
の
条
件
に
な
る
。

「
北
遊
」
の
よ
う
な
長
篇
抒
情
詩
が
連
載
さ
れ
る
の
は
異
例
の
こ
と
で

あ
る
。
紀
行
詩
の
よ
う
に
あ
ら
か
じ
め
個
別
性
・
独
立
性
が
明
確
な
も
の

は
別
に
し
て
、
通
常
ど
ん
な
に
長
い
詩
で
も
、
す
で
に
完
成
さ
れ
た
�
篇

の
詩
で
あ
る
か
ぎ
り
（
馮
至
に
よ
れ
ば
「
北
遊
」
は
�
�
�
�
年
�
月
初

め
の
数
日
間
で
書
き
あ
げ
た
も
の
で
あ
る銈
）、
分
断
さ
れ
て
読
者
に
提
供

さ
れ
る
方
式
は
ほ
と
ん
ど
な
い
し
、
そ
も
そ
も
普
通
は
そ
の
よ
う
な
方
式

を
作
者
自
身
が
望
ま
な
い
で
あ
ろ
う
。

連
載
さ
れ
た
事
情
に
紙
幅
の
問
題
が
あ
る
に
せ
よ
、
少
な
く
と
も
「
連

載
」
方
式
に
作
者
自
身
の
意
志
（
積
極
的
で
あ
れ
消
極
的
で
あ
れ
）
と
対

読
者
意
識
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
の
は
自
然
な
こ
と
で
あ
る
。

さ
て
詩
歌
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
�
回
で
�
気
に
完
結
す
る
鑑
賞
を

可
能
に
せ
ず
、
読
後
の
感
想
や
印
象
を
あ
え
て
「
先
送
り
す
る
」、
ま
た

は
「
引
き
延
ば
す
」
方
式
が
も
た
ら
す
効
果
と
は
何
か
。
こ
こ
で
想
定
さ

れ
る
の
は
、
読
者
に
�
回
ご
と
の
部
分
の
印
象
を
残
像
と
し
て
積
み
重
ね

さ
せ
な
が
ら
、
各
章
の
展
開
の
プ
ロ
セ
ス
を
意
識
さ
せ
、
ゆ
っ
く
り
と
�

篇
の
詩
を
鑑
賞
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
否
応
な
く
読
者
自
身
に

時
間
を
か
け
て
部
分
と
全
体
を
関
連
づ
け
統
合
さ
せ
る
こ
と
を
促
す
こ
と
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に
な
る
。
小
説
ほ
ど
で
は
な
い
に
し
ろ
、
次
章
（
未
知
の
展
開
）
へ
の
読

者
の
期
待
を
引
き
だ
す
効
果
も
あ
る
だ
ろ
う
。

こ
う
し
た
「
部
分
の
独
立
性
」
と
「
全
体
の
統
合
性
」
へ
の
意
識
は
、

実
は
馮
至
の
デ
ビ
ュ
ー
作
で
あ
る
「
帰
郷
（
組
詩
十
六
首
）」
に
顕
著
に

現
れ
て
い
る
。『
創
造
季
刊
』
第
�
巻
第
�
号
（
�
�
�
�
年
�
月
）
に

掲
載
さ
れ
た
同
組
詩
の
う
ち
第
�
首
「
�
顆
明
珠
」、
第
十
�
首
「
不
能

容
認
了
」、
第
十
�
首
「
夜
深
了
」
は
、
後
に
馮
至
の
第
�
詩
集
『
昨
日

之
歌
』（
�
�
�
�
年
）
に
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
�
篇
と
し
て
収
録
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
「
冬
天
的
人
」（『
沈
鐘
』
半
月
刊
第
十
�
期
、
�
�
�
�

年
�
月
�
六
日
）
は
全
�
十
�
行
十
�
連
、
全
�
章
か
ら
構
成
さ
れ
る
長

詩
で
あ
る
が
、
そ
の
中
の
第
六
章
（
第
�
連
～
第
十
�
連
）
だ
け
は
、
そ

の
後
「
雪
中
」
と
し
て
独
立
し
、
第
�
詩
集
『
北
遊
及
其
他
』（
�
�
�

�
年
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

馮
至
に
と
っ
て
、
全
体
は
必
ず
し
も
部
分
に
優
越
す
る
も
の
で
は
な

く
、
ま
た
そ
の
逆
で
も
な
い
。
個
々
の
詩
篇
は
独
立
し
て
は
い
る
が
、
閉

じ
ら
れ
て
完
結
し
た
世
界
で
は
な
く
、
各
篇
が
大
き
な
テ
ー
マ
の
下
に

相
互
に
関
連
性
を
持
つ
の
で
あ
る
。
長
詩
「
北
遊
」
の
よ
う
に
「
遍
歴
」

「
漂
泊
」
と
い
う
大
き
な
テ
ー
マ
の
下
で
、
文
明
批
評
的
ま
な
ざ
し
が
捉

え
た
都
市
の
景
観
と
「
生
成
す
る
主
体
」（
主
体
形
成
の
プ
ロ
セ
ス
）
を

表
現
す
る
の
に
、
連
載
方
式
は
読
者
に
鑑
賞
の
引
き
延
ば
し
を
要
求
し
、

�
回
性
の
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
な
詠
嘆
に
安
易
に
流
れ
る
こ
と
を
阻
止
す
る

た
め
の
、
新
し
い
ス
ト
ラ
テ
ジ―

に
な
り
え
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ

う
か
。

因
み
に
、
馮
至
は
「
北
遊
」
を
執
筆
し
た
年
の
ほ
ぼ
同
時
期
に
、
ハ
イ

ネ
の
散
文
と
詩
か
ら
構
成
さ
れ
る
「
ハ
ル
ツ
游
記
」（『
哈
爾
茨
山
游
記
』

上
海
北
新
書
局
、
�
�
�
�
年
�
月
）
を
翻
訳
し
て
い
る
が
、
こ
の
事
実

も
精
神
の
遍
歴
を
主
題
と
す
る
長
詩
執
筆
へ
の
関
心
と
そ
れ
に
対
す
る
十

分
な
用
意
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

三
．
パ
ラ
テ
ク
ス
ト
の
機
能―

意
図
と
主
題
の
提
示

先
に
の
べ
た
よ
う
に
、「
作
品
」
を
構
成
す
る
の
は
、
い
わ
ゆ
る
本
文

（
狭
義
の
テ
ク
ス
ト
）
だ
け
で
は
な
い
。
テ
ク
ス
ト
の
周
縁
に
あ
っ
て
、

外
部
と
の
境
界
を
つ
く
る
部
分
が
あ
り
、
そ
れ
を
ジ
ュ
ネ
ッ
ト
は
「
パ
ラ

テ
ク
ス
ト
」
と
呼
ん
で
い
る蓜
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
さ
ら
に
具
体
的
に

い
え
ば
、
作
者
名
、
タ
イ
ト
ル
（
及
び
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
、
章
題
）、
献
辞
、

エ
ピ
グ
ラ
フ
、
序
文
、
ま
え
が
き
、
注
、
あ
と
が
き
等
が
含
ま
れ
る
。
書

物
と
い
う
形
態
に
な
れ
ば
、
表
紙
や
挿
絵
、
写
真
、
ま
た
い
わ
ゆ
る
「
帯
」

の
紹
介
文
・
推
薦
文
の
コ
ピ
ー
等
も
含
ま
れ
る
。

例
え
ば
、
副
刊
に
連
載
さ
れ
た
「
北
遊
」（
A
）
の
作
者
名
「
鳥
影
」

（
馮
至
の
筆
名
）
は
、
単
行
本
（
B
）
で
は
「
馮
至
」
に
変
わ
る
。
ま
た



新
詩
の
テ
ク
ス
ト
と
享
受
方
式

一
三
五

本
文
は
�
冊
の
書
物
の
中
の
「
第
�
輯
」
と
し
て
�
定
の
分
量
を
占
め
、

当
然
、
表
紙
（
永
瀬
義
郎
の
木
版
画
「
沈
鐘
」）
な
ど
の
装
丁
が
加
わ
る
。

さ
ら
に
活
字
は
、
副
刊
（
A
）
の
「
縦
組
み
」
か
ら
（
B
）
で
は
「
横
組

み
」
に
変
わ
っ
た
こ
と
も
、
本
文
テ
ク
ス
ト
の
印
象
形
成
に
大
き
く
作
用

し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
テ
ク
ス
ト
の
言
語
内
容
だ
け
で
は
な
く
、
掲
載

物
（
額
の
よ
う
な
絵
画
で
い
う
「
支
持
体
」）
は
じ
め
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
が

広
義
の
テ
ク
ス
ト
の
受
容
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
も
っ
と
注
意
さ
れ
て

よ
い
だ
ろ
う
。

特
に
、
テ
ク
ス
ト
「
北
遊
」
の
読
み
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
る
の
は
、
初
出
の
本
文
テ
ク
ス
ト
に
は
な
い
パ
ラ
テ
ク
ス
ト
と
し
て
の

「
序
文
」
と
新
た
に
�
つ
加
わ
っ
た
エ
ピ
グ
ラ
フ
で
あ
る
。
詩
集
『
北
遊

及
其
他
』「
序
」（
初
出
は
『
華
北
日
報
・
副
刊
』
第
六
十
�
号
、
�
�
�

�
年
�
月
�
�
日
）
で
は
、
作
者
の
実
生
活
に
お
け
る
事
情
や
創
作
時
の

社
会
背
景
が
作
者
自
身
に
よ
っ
て
語
ら
れ
て
い
る
た
め
、
読
者
は
作
者
の

「
創
作
意
図
」
を
知
ら
さ
れ
る
（
打
ち
明
け
ら
れ
る
）。
単
行
本
に
付
加
さ

れ
た
、
こ
う
し
た
「
序
」
の
内
容
は
、
読
者
の
「
北
遊
」
閲
読
の
た
め
の

解
釈
的
機
能
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
。
と
同
時
に
、
作
者
の
自
己
解
説
を

読
者
が
暗
黙
の
う
ち
に
受
容
す
る
た
め
の
�
種
の
契
約
に
も
似
た
役
割
を

果
た
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
も
そ
も
そ
の
性
格
上
、
主
題
を
要
約
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
「
北

遊
」
の
エ
ピ
グ
ラ
フ
（
題
句
）
は
�
種
あ
る
。
�
つ
は
初
出
「
北
遊
」

（
A
）
本
文
の
表
題
の
次
に
引
用
さ
れ
て
い
る
杜
甫
の
詩
句
�
聯
で
、
そ

れ
が
単
行
本
『
北
遊
及
其
他
』（
B
）
で
は
、
第
�
輯
（「
北
遊
」）
の
扉

詩
と
し
て
引
か
れ
て
い
る
。
も
う
�
つ
は
、（
A
）
に
は
な
く
、
単
行
本

（
B
）
で
本
文
タ
イ
ト
ル
の
下
に
引
か
れ
た
オ
ラ
ン
ダ
の
作
家
フ
ァ
ン
・

エ
ー
デ
ン
の
童
話
詩
『
少
年
ヨ
ハ
ネ
ス
』
の
�
節
で
あ
る
。
こ
れ
は
単
行

本
で
初
め
て
附
さ
れ
て
以
来
、
い
ず
れ
の
テ
ク
ス
ト
に
も
含
ま
れ
る
「
北

游
」
の
エ
ピ
グ
ラ
フ
と
な
っ
た
。

『
少
年
ヨ
ハ
ネ
ス
』
は
�
�
�
�
年
�
月
、
魯
迅
訳
で
未
名
叢
刊
の
�

つ
と
し
て
出
版
さ
れ
た俉
童
話
詩
で
あ
る
。「
人
間
精
神
の
遍
歴
が
象
徴
的

に
語
ら
れ
た
」（
魯
迅
「『
小
約
翰
（
少
年
ヨ
ハ
ネ
ス
）』
引
言炻
」）
と
い
う

こ
の
童
話
詩
の
最
後
の
�
節―

「
彼
は
身
を
切
る
夜
風
に
逆
ら
い
、
あ

の
大
き
な
暗
黒
の
都
市
す
な
わ
ち
人
間
と
そ
の
苦
痛
の
在
り
処
へ
向
か
う

険
し
い
道
へ
足
を
踏
み
入
れ
た
」
と
い
う
部
分
が
引
か
れ
て
い
る
。
こ
の

言
葉
に
「
北
遊
」
を
貫
く
主
題
が
あ
る
と
作
者
自
ら
が
示
唆
し
て
い
る
わ

け
で
、
す
な
わ
ち
人
間
社
会
が
苦
難
に
満
ち
た
巨
大
な
暗
黒
の
世
界
で
あ

る
と
認
め
な
が
ら
も
敢
え
て
そ
こ
へ
向
か
っ
て
い
く
こ
と
が
人
間
の
生
で

あ
る
と
す
る
認
識
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
進
め
ば
進
む
ほ
ど
苦
痛
を
増

す
道
の
り
で
あ
る
と
分
か
っ
て
い
て
も
な
お
「
人
間
と
そ
の
苦
痛
の
在
り

処
」
で
あ
る
大
都
会
に
向
か
っ
て
足
を
踏
み
出
し
て
い
こ
う
と
す
る
、
不
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安
と
苦
痛
の
自
覚
に
立
つ
人
間
存
在
に
つ
い
て
の
認
識
で
あ
る
。
こ
れ
こ

そ
が
「
北
遊
」
が
到
達
し
た
人
間
の
生
に
つ
い
て
の
認
識
だ
と
作
者
自
身

が
表
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
（
A
）（
B
）
共
通
の
エ
ピ
グ
ラ
フ
で
あ
る
杜
甫
の
詩
句
「
此
の

身
飲
み
罷
み
て
帰
す
る
処
な
し　

独
り
蒼
茫
に
立
ち
て
自
ら
詩
を
詠
ず

（
此
身
飲
罷
無
歸
處 
獨
立
蒼
茫
自
詠
詩昱
）」
の
後
句
「
独
り
蒼
茫
に
立
ち

て
自
ら
詩
を
詠
ず
」
に
つ
い
て
は
従
来
�
通
り
の
解
釈
が
あ
る
よ
う
だ棈

が
、
簡
単
に
い
え
ば
、
こ
の
中
に
杜
甫
の
憂
い
落
胆
し
た
気
分
を
見
る

か
、
奮
い
立
つ
気
概
を
見
る
か
で
対
照
的
な
解
釈
に
分
か
れ
る
。
た
だ
し

馮
至
の
意
図
は
、
先
の
『
少
年
ヨ
ハ
ネ
ス
』
の
引
用
部
や
、
単
行
本
詩
集

序
文
の
中
の
「
自
分
は
ま
だ
前
に
進
ん
で
は
い
な
い
け
れ
ど
も
落
ち
ぶ
れ

て
も
い
な
い
」
と
い
う
言
葉
と
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、
こ
こ
で
は
、
周
囲

の
荒
涼
た
る
さ
ま
を
全
身
で
痛
切
に
感
じ
取
り
な
が
ら
も
敢
え
て
毅
然
と

し
て
立
つ
杜
甫
の
気
概
を
見
る
こ
と
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
て

東
西
文
学
そ
れ
ぞ
れ
を
用
い
た
エ
ピ
グ
ラ
フ
は
互
い
に
補
強
し
合
い
、
読

者
に
「
主
題
」
を
意
識
さ
せ
る
。

す
な
わ
ち
�
種
の
エ
ピ
グ
ラ
フ
は
、
明
ら
か
に
「
北
遊
」
の
創
作
意
図

を
、
本
文
テ
ク
ス
ト
に
「
先
立
っ
て
」
提
示
す
る
役
割
を
果
た
し
、
読
者

に
解
読
の
鍵
を
与
え
る
も
の
と
し
て
有
効
に
機
能
す
る
こ
と
に
な
る
。

四
．
長
篇
抒
情
詩
の
新
し
い
享
受
方
式―

新
詩
概
念
の
転
回

上
記
�
節
で
、「
北
遊
」
の
�
�
�
○
年
代
の
異
な
る
テ
ク
ス
ト
�

種―

（
A
）
新
聞
副
刊
連
載
版
と
（
B
）
単
行
本
所
収
版
に
つ
い
て
、

（
A
）
の
連
載
方
式
と
両
者
の
パ
ラ
テ
ク
ス
ト
の
特
色
を
見
て
き
た
。
読

者
層
に
つ
い
て
言
え
ば
、（
A
）
は
数
の
上
で
は
（
B
）
を
圧
倒
し
て
い

る
。（
A
）
で
同
詩
を
読
む
者
は
�
�
�
○
年
代
に
生
き
る
「
華
北
日
報
」

の
読
者
で
あ
り
、
同
時
に
そ
の
日
の
政
治
経
済
社
会
の
ニ
ュ
ー
ス
も
目
に

す
る
だ
ろ
う
か
ら
、
常
に
現
実
の
出
来
事
に
リ
ア
リ
テ
ィ
を
感
じ
、
緊
迫

感
と
焦
燥
感
に
曝
さ
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
彼
ら
の
文
学
的
嗜
好
の
有
無

は
分
か
ら
な
い
。
同
詩
が
「
連
載
」
で
あ
っ
て
も
皆
が
続
け
て
読
む
と
は

限
ら
な
い
し
、
期
待
を
持
っ
て
読
む
と
も
限
ら
な
い
。
読
者
層
は
厚
い
と

し
て
も
、
読
者
の
受
容
の
し
か
た
は
均
質
で
な
く
、
テ
ク
ス
ト
の
享
受
は

不
確
定
で
不
安
定
な
読
者
層
で
あ
る
。
�
方
、
そ
れ
に
対
し
て
（
B
）
は

発
行
部
数
が
新
聞
よ
り
は
る
か
に
少
な
く
（
自
費
出
版
で
も
あ
る
）、
購

買
し
て
求
め
る
層
は
基
本
的
に
文
学
（
詩
歌
）
愛
好
者
に
限
ら
れ
る
。
あ

る
い
は
連
載
さ
れ
た
テ
ク
ス
ト
の
既
読
者
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
本
文
に

パ
ラ
テ
ク
ス
ト
と
い
う
付
加
情
報
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
読
解
と
鑑
賞
の
方

向
性
は
あ
る
程
度
誘
導
さ
れ
、
享
受
の
し
か
た
が
想
定
さ
れ
る
「
安
定
し

た
」
読
者
層
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
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も
ち
ろ
ん
こ
こ
で
は
新
聞
と
単
行
本
と
い
う
両
者
の
提
供
／
閲
読
方

式
の
優
劣
を
問
題
に
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
た
だ
、（
A
）
の
よ
う
な
、

従
来
と
は
全
く
異
な
る
、
詩
の
テ
ク
ス
ト
を
「
分
割
し
伝
達
す
る
」
方
式

が
、
新
詩
の
鑑
賞
と
享
受
の
ス
タ
イ
ル
を
変
え
、
�
般
読
者
の
新
詩
の
概

念
に
転
回
を
生
じ
さ
せ
る
契
機
に
な
り
、
同
時
に
〈
内
省
す
る
主
体
〉
を

創
り
出
す
言
語
と
し
て
機
能
し
た
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
仮
説
を
提
出
す

る
に
と
ど
め
た
い
。

詩
は
意
境
を
持
つ
完
結
（
＝
自
足
）
し
た
世
界
と
し
て
短
時
間
の
う
ち

に
鑑
賞
さ
れ
、
読
者
の
�
回
性
の
感
嘆
や
詠
嘆
を
要
求
す
る
も
の
ば
か
り

で
は
な
い
。
独
立
し
た
部
分
と
部
分
が
関
連
し
あ
い
意
味
を
創
出
し
な
が

ら
展
開
し
（
そ
れ
は
読
者
自
身
が
個
々
の
部
分
の
諸
関
連
を
発
見
す
る
こ

と
で
も
あ
る
）、
�
つ
の
詩
想
が
�
人
の
読
者
の
中
で
生
成
さ
れ
て
い
く

よ
う
な
詩
の
あ
り
方
と
そ
の
享
受
の
ス
タ
イ
ル
が
提
示
さ
れ
た
こ
と
は
、

そ
れ
ま
で
の
詩
の
概
念
自
体
に
ゆ
さ
ぶ
り
を
か
け
る
も
の
で
は
な
か
っ
た

か
。
そ
れ
は
作
者
と
見
え
な
い
読
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
新
聞
と

い
う
大
衆
的
媒
体
の
中
で
実
現
し
て
い
こ
う
と
す
る
試
み
の
�
例
だ
と
も

考
え
ら
れ
る
。
ま
た
�
方
で
、
そ
れ
は
馮
至
の
詩
作
の
初
期
段
階
か
ら
あ

る
、
内
省
す
る
言
葉
す
な
わ
ち
内
省
す
る
孤
独
な
主
体
を
形
成
し
て
い
く

方
法
と
も
関
連
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
�
�
�
○
年
代
中
国
に
お

け
る
新
聞
の
「
副
刊
」
が
、
新
文
学
や
新
思
想
を
発
信
す
る
場
で
あ
っ
た

だ
け
で
は
な
く
、「
新
し
い
詩
」
を
享
受
す
る
「
新
し
い
読
者
」
を
形
成

す
る
媒
体
と
し
て
機
能
し
、
詩
歌
の
概
念
そ
の
も
の
を
ゆ
さ
ぶ
り
、
転
回

を
も
た
ら
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

︵
注
︶

（
1
）　
「
北
遊
」
第
�
・
�
章
は
無
題
（
た
だ
（
�
）（
�
）
と
あ
る
）

［『
華
北
日
報
・
副
刊
』
第
�
号
（
�
�
�
�
．�
．六
）］。
第
�
章

「
車
中
」［
同
副
刊
第
�
号
（
�
�
�
�
．�
．�
）］。
第
�
章
「
哈

爾
濱
」［
第
�
号
（
�
�
�
�
．�
．�
）］。
第
�
章
「
雨
」［
第

六
号
（
�
�
�
�
．�
．�
○
）］。
第
六
章
「
在
公
園
」［
第
�
号

（
�
�
�
�
．�
．�
�
）］。
第
�
章
「C

afé

」［
第
�
号
（
�
�
�

�
．�
．�
�
）］。
第
�
章
「
中
秋
」［
第
�
号
（
�
�
�
�
．�
．

�
�
）］。
第
�
章
「
礼
拝
堂
」［
第
�
○
号
（
�
�
�
�
．�
．�

�
）］。
第
十
章
「
秋
已
経
…
」
及
び
第
十
�
章｢Pom

peji｣

［
第

十
�
号
（
�
�
�
�
．�
．�
六
）］。
第
十
�
章
「
追
悼
会
」
及
び

第
十
�
章
「〝
雪
�
尺
〟」［
第
十
�
号
（
�
�
�
�
．�
．�
�
）］。

（
2
）　

拙
稿
「
馮
至
の
『
北
遊
』
未
収
の
�
章
「
雨
」
と
筆
名
〝
鳥

影
〟
に
つ
い
て
」（『
お
茶
の
水
女
子
大
学
中
国
文
学
会
報
』
第
�

号
、
�
�
�
�
年
�
月
）
参
照
。

（
3
）　

初
出
『
華
北
日
報
・
副
刊
』
及
び
単
行
本
詩
集
『
北
遊
及
其
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他
』
所
収
テ
ク
ス
ト
の
最
終
章
の
最
終
�
行
は
次
の
通
り
。

夜
半
我
走
上
了
�
家
小
樓
，

我
訪
問
�
個
日
本
的
歌
女----

只
因
我
忽
然
想
起
�
茶
：

「
嚄
，
這
是
我
終
老
的
住
家
嗎
？—

雪
�
尺
！
」 

這
時
的
月
輪
像
是
瓦
斯
將
滅
，

朦
朧
朦
朧
彷
彿
在
我
的
懷
內
銷
沈
；

這
時
的
瓦
斯
像
是
月
輪
將
落
，

懷
裏
，
房
裏
，
宇
宙
裏
，
陰
沉
，
陰
沉
…
…

　

と
こ
ろ
が
、
�
○
年
代
以
降
の
選
集
及
び
全
集
で
は
こ
の
�

行
が
以
下
の
�
行
に
大
き
く
改
変
さ
れ
て
い
る
。

我
不
能
這
樣
長
久
地
睡
死
，

這
裏
不
能
長
久
埋
葬
著
我
的
青
春
，

我
要
打
開
這
陰
暗
的
墳
墓
，

我
不
能
長
此
忍
受
著
這
裏
的
陰
沉
。

　
「
詩
文
自
選
瑣
記
」（『
馮
至
選
集
』
�
�
�
�
年
�
月
）
に
よ

れ
ば
、「
と
り
わ
け
詩
の
終
結
部
が
あ
ま
り
に
悲
観
的
あ
る
い
は

希
望
が
な
く
か
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
か
つ
て
の
暗
澹
た
る

情
緒
が
今
日
の
読
者
に
感
染
し
て
ほ
し
く
な
か
っ
た
た
め
改
変

を
行
っ
た
」
と
あ
る
。

（
4
）　

初
版
に
は
執
筆
年
が
「
�
�
�
�
冬
」
と
あ
り
、
そ
の
後
の
選

集
の
末
記
に
は
「
�
�
�
�
・
�
・
�
～
�
」
と
具
体
的
な
日

付
が
記
さ
れ
て
い
る
。「
著
作
年
表
」
及
び
「
自
伝
」
に
は
�
�

�
�
年
新
年
休
暇
の
作
と
あ
る
。

（
5
）　

パ
ラ
テ
ク
ス
ト
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。
土
田
知
則
他
『
現

代
文
学
理
論　

テ
ク
ス
ト
・
読
み
・
世
界
』（
新
曜
社
、
�
�
�

六
年
�
�
月
）「
Ⅳ　

テ
ク
ス
ト
理
論
の
諸
相
」
第
�
�
�
頁
～

�
�
�
頁
。
グ
レ
ア
ム
・
ア
レ
ン
著
／
森
田
孟
訳
『
文
学
・
文

化
研
究
の
新
展
開―

「
間
テ
ク
ス
ト
性
」―

』（
研
究
社
、
�
○

○
�
年
�
○
月
）
第
�
章
「
構
造
主
義
の
接
近
法―

ジ
ュ
ネ
ッ

ト
と
リ
フ
ァ
テ
ー
ル
」
第
�
�
�
頁
～
�
�
○
頁
。

（
6
）　
「
北
遊
」
が
書
か
れ
た
�
�
�
�
年
�
月
以
降
に
、
馮
至
は
未

名
叢
刊
の
『
小
約
翰
』
を
読
み
、
翌
�
�
年
�
月
に
詩
集
『
北

遊
及
其
他
』
を
刊
行
す
る
ま
で
の
間
に
、
そ
の
�
節
を
「
北
遊
」

の
エ
ピ
グ
ラ
フ
と
し
て
附
け
加
え
た
と
思
わ
れ
る
。

（
7
）　
『
語
絲
』
第
�
�
�
期
（
�
�
�
�
・
六
・
�
六
）
掲
載
。

（
8
）　
「
楽
遊
園
歌
」（
天
保
�
○
、
杜
甫
�
○
歳
の
作
）。
因
み
に
、

馮
至
の
『
杜
甫
伝
』（
�
�
�
�
年
）
は
採
ら
な
い
。

（
9
）　
『
杜
詩
詳
註
』（
清
・
仇
兆
鰲
）
に
よ
れ
ば
、
宋
・
趙
次
公
は

「
以
蒼
茫
為
荒
寂
貌
」
と
し
、『
杜
臆
』
は
「
蒼
茫
詠
詩
、
乃
勃
然



新
詩
の
テ
ク
ス
ト
と
享
受
方
式

一
三
九

得
意
処
」
と
す
る
。
仇
氏
は
「
今
按
…
上
文
語
渉
悲
涼
、
末
作

発
興
語
、
方
見
後
勁
」
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
後
者
の
説
を

と
っ
て
い
る
。

＊
本
稿
は
�
○
�
○
年
�
○
月
�
�
日―

�
六
日
に
中
国
北
京
で
開
催

さ
れ
た
、
中
央
民
族
大
学
文
学
院
主
催
の
国
際
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
現
代
伝
媒
与
中
国
現
当
代
文
学
」
に
提
出
し
た
中
文
発
言
稿
「
現

代
詩
文
本
与
媒
介
物
」（『
駒
澤
大
学
総
合
教
育
研
究
部
紀
要
』
第
�

号
、
�
○
�
�
年
�
月
）
を
も
と
に
、
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ

る
。




